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性を有しており（IC50値：16 nM）、その他の PDE アイソザイム（PDE1、PDE2、PDE3、PDE5）に比べ
て 200倍以上強活性であった。PDE4サブタイプ選択性を検討したところ、K334は PDE4A、PDE4B、PDE4D
に対しそれぞれを同程度に阻害し（IC50値：2.6 nM、4 nM、2.8 nM）、PDE4Cに対する阻害活性が弱かっ
た（IC50値：39 nM）。K334はヒト T細胞からの IL-5産生を IL-4産生に比べて約 10倍強く抑制した（IC50
値：160 nM、1400nM）。第 2世代のピクラミラストは IL-5産生を抑制したが（IC50値：7.5 nM）、IL-4産

















値：1.8 mg/kg、0.16 mg/kg）。 
（書式１８）課程博士 
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K334は選択的な PDE4阻害活性を有し、即時性の気道収縮を抑制し、好酸球性の気道炎症に対して持続的な
抑制作用を有していた。肺局所の滞留性と全身性曝露の軽減を実現し副作用を回避した。K334は高い薬効と
副作用を回避した喘息治療薬として適したプロファイルを有することから、気管支喘息の新しい治療法として
大いに期待される。また、PDE4 が関与する呼吸器疾患 COPD（慢性閉塞性肺疾患）やアトピー性皮膚炎の
ような局所投与が適した疾患にも有効であると考えられる。今後のさらなる研究により K334の有用性はさら
に高まると考えられる。 
